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21 の世紀の 庄川町農業の確立を目指して�

 

１ 

需
要
に
応
じ
た
種
も
み
・

米
の
計
画
的
生
産�
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関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

た
推
進
体
制�

 

２ 
大
豆
な
ど
の
本
格
的
生
産�

庄
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町
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田
農
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性
化
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の 庄川町農業の確立を目指して�
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約
２
５
０
年
の
古
い
伝
統
と
信

用
を
誇
る
全
国
有
数
の
種
も
み
生

産
地
と
し
て
、
今
後
と
も
計
画
的

な
種
も
み
・
米
の
計
画
的
生
産
を

図
る
と
と
も
に
、
水
田
に
お
け
る

大
豆
種
子
な
ど
の
本
格
的
生
産
の

定
着
・
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。�

���

　
大
豆
種
子
の
生
産
地
と
し
て
、�

今
後
と
も
栽
培
技
術
の
向
上
に
よ

る
安
定
生
産
と
団
地
化
や
担
い
手

へ
の
集
積
を
図
る
な
ど
、
効
率
的

な
生
産
体
制
を
推
進
し
て
、
従
来

か
ら
の
「
転
作
」
を
「
本
作
」
に

位
置
づ
け
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
ゆ
ず
・
里
芋
・
ね
ぎ
・

球
根
と
い
っ
た
地
域
特
産
物
の
生

産
振
興
を
図
り
、
農
業
経
営
の
複

合
化
・
安
定
化
に
努
め
、
直
接
収

益
に
結
び
つ
か
な
い
調
整
水
田
に

取
り
組
ま
な
い
よ
う
誘
導
し
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
農
業
者
が
中
期
的

な
見
通
し
の
も
と
で
、
安
心
し
て

大
豆
な
ど
の
本
格
的
生
産
に
取
り

組
め
る
よ
う
、「
経
営
確
立
助
成
」

（
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
助

成
）
「
と
も
補
償
」
（
水
稲
・
転

作
間
の
所
得
格
差
是
正
）
が
有
利

に
結
び
つ
く
よ
う
に
誘
導
し
ま
す
。�

���

　
町
、
農
協
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、

食
糧
事
務
所
な
ど
、
関
係
機
関
が

連
携
を
密
に
し
て
水
田
農
業
経
営

の
確
立
に
向
け
た
着
実
な
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。�

　
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
新
農
業
基
本
法
）
の
目
指
す
、

　
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
新
農
業
基
本
法
）
の
目
指
す
、
21
世
紀
へ
向
け
て
の
食
料
安

世
紀
へ
向
け
て
の
食
料
安

定
供
給
の
確
保
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と

定
供
給
の
確
保
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
「
水
田
を

を
基
本
と
し
た
「
水
田
を

中
心
と
し
た
土
地
利
用
型
農
業
の
活
性
化
の
基
本
方
向
」
に
基
づ
き

中
心
と
し
た
土
地
利
用
型
農
業
の
活
性
化
の
基
本
方
向
」
に
基
づ
き
、
庄
川
町
農
業
の
振
興
ビ

、
庄
川
町
農
業
の
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。�

　
そ
こ
で
今
月
号
は
、
庄
川
町
農
業
の
現
状
を
含
め
て
特
集
レ
ポ
ー

　
そ
こ
で
今
月
号
は
、
庄
川
町
農
業
の
現
状
を
含
め
て
特
集
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す

ト
し
ま
す
。�

水田農業経営確立対策の助成金（国）�

助 　 成 　 区 　 分 �

経 営 確 立 助 成 金 �

とも補償（地区全体の達成）�

と も 補 償 �

合 計 �

集団大豆の場合�

40,000円�

3,000円�

20,000円�

63,000円�

野菜の場合�

―　�

3,000円�

10,000円�

13,000円�

10a当たり�

※とも補償は、水稲作付面積10a当たり4,000円の拠出金が必要です。�

　
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
新
農
業
基
本
法
）
の
目
指
す
、
21
世
紀
へ
向
け
て
の
食
料
安

定
供
給
の
確
保
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
「
水
田
を

中
心
と
し
た
土
地
利
用
型
農
業
の
活
性
化
の
基
本
方
向
」
に
基
づ
き
、
庄
川
町
農
業
の
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。�

　
そ
こ
で
今
月
号
は
、
庄
川
町
農
業
の
現
状
を
含
め
て
特
集
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。�



21世紀の世紀の 庄川町農業の確立を目指して�
伸
び
る
大
豆
の
需
要
と

求
め
ら
れ
る
生
産
振
興�

条件が悪い山間部の田畑を守るために�
補助金が受けられます。�

平成12年～16年�

21世紀の

中山間地域等直接支払制度�

3 H12年／5月号�

単　価�

地 目 �

水 田 �

�

　 畑 　 �

区　　　　　　分�

急傾斜（　　以上）�

緩傾斜（　　  以上）�

急傾斜（15度以上）�

緩傾斜（８～15度未満）�

10a当たり�

21,000円�

8,000円�

11,500円�

3,500円�

■ 対象地区�

東山見地区で次の交付条件を満たす地区�
■ 交付条件および単価�

○生産条件が不利な１ha以上の面的なまとまりのある農地�
○高齢化率、耕作放棄率の高い農地�
○耕作放棄にならないよう集落で農地を５年以上適切に管理するなどの集落協定を策定し、町の承認を受
けなければいけません。�

　
大
豆
は
需
要
が
多
い
た

め
、
営
農
上
は
基
幹
的
な

土
地
利
用
型
作
物
と
し
て

大
変
重
要
な
作
物
で
す
。�

　
特
に
庄
川
町
は
、
他
産
地
と
比

較
し
て
価
格
面
で
大
変
有
利
な
大

豆
種
子
が
あ
り
、
大
豆
生
産
で
は

恵
ま
れ
た
環
境
と
い
え
ま
す
。�

��

大
豆
生
産
に
助
成
を�

�

　
大
豆
種
子
は
種
子
加
算
の
価
格

面
と
団
地
化
で
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
排
水
対
策
が
で
き
る
こ
と
、�

作
業
効
率
が
よ
く
な
る
こ
と
、
さ

ら
に
は
団
地
加
算
な
ど
の
助
成
金

が
交
付
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
生
産

性
の
高
い
転
作
作
物
で
す
。�

　
町
で
も
、
平
成
12
年
度
に
は
新

た
な
事
業
を
展
開
し
ま
す
。�

��

大
豆
団
地
形
成
推
進
助
成
事
業�

町
単
独
・
新
規
事
業�

■
交
付
額�

10
ア
ー
ル
当
た
り
２，
０
０
０

円
（
集
団
大
豆
の
面
積
に
対
し

て
）�

■
交
付
先�

生
産
組
合
な
ど�

���

地
域
特
産
物
の
生
産
振
興
を
図
る�

�

　
農
協
が
中
心
と
な
っ
て
特
産
物

の
集
団
化
と
共
同
販
売
体
制
の
確

立
を
図
る
た
め
、
事
業
を
展
開
し

ま
す
。�
��

園
芸
作
物
等
特
産
振
興
事
業�

■
交
付
額�

10
ア
ー
ル
当
た
り
の
助
成
金�

○
野
菜
（
里
芋
・
ね
ぎ
）�

　
１
０，
０
０
０
円�

○ 

果
樹
（
ゆ
ず
）�

　
２
０，
０
０
０
円�

■ 

交
付
先�

野
菜
生
産
組
合
な
ど�

　東山見地区の中山間地域は傾斜の急な田畑、集落の高齢化が進み、担い手の減少、耕作
放棄の増加などにより、洪水防止機能などが低下しています。�
　このため、集落で農地を管理するなどの協定に基づき、農業生産活動などを行う集落な
どに対し、生産条件の不利性を補うため、中山間地域直接支払制度を実施します。�

1／20

1／20

1／100

※　　以上というのは、20ｍごとに１ｍ以上の落差があるような水田です。�



区別�
１�
２�
３�
４�
５�
６�
７�
８�
９�
10�
11�
12�
14�
15�
19�
20

区別�
21�
22�
23�
24�
25�
26�
27�
38�
28�
30�
31�
33�
34�
35�
36

氏　　名�
山田　　實�
千秋　孫一�
穴田　　昌�
藤崎　　弘�
石森　　猛�
舩坂　修一�
藤井　清二�
滝本　昭一�
穴田　　博�
木村　繁夫�
掛橋　　孝�
上野　正二�
橋場　　剛�
佐藤　一夫�
脇本　三朗�
北田　市雄�

氏　　名�
松村　純郎�
南部　　章�
斉藤　　進�
野村　　毅�
石黒　幸雄�
松田　吉孝�
吉岡　八郎�
安谷　富男�
式部　吉正�
泉野榮太郎�
森田三千人�
石黒　　　�
川辺　晴久�
伊東　　甫�
米沢　一雄�

4H12年／5月号�

前
収
入
役
　
南
　
欣
三�
退
任
の
あ
い
さ
つ�

庄
川
町
区
長
連
絡
協
議
会�

会
長
に
石
黒
幸
雄
さ
ん（
第
２５
区
長
）就
任�

　
去
る
４
月
８
日
開
催
さ
れ
た
庄

川
町
区
長
連
絡
協
議
会
総
会
に
お

い
て
、
平
成
12
年
度
会
長
に
石
黒

幸
雄
さ
ん
（
第
25
区
長
）
が
満
場

一
致
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。�

　
町
議
会
議
員
選
挙
や
国
体
開
催

と
、
例
年
に
増
し
て
課
題
山
積
の

年
と
あ
っ
て
、
会
長
職
も
多
忙
を

極
め
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
石
黒
会
長
さ
ん
に
は
、

健
康
に
留
意
さ
れ
、
町
全
体
の
調

整
役
と
し
て
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。�

　
こ
の
た
び
、
三
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、
庄
川
町
収
入
役

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。�

　
在
任
中
は
格
別
な
ご
指
導
ご
厚
情
を
賜
り
衷
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
三
十
二
年
間
に
亘
る
役
場
勤
務
を
大
過
な
く
勤
め
を
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
こ
れ
偏
え
に
町
民
皆
様
の
ご
高
配
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
四
月
よ
り
社
会
福
祉
法
人
　
庄
川
福
祉
会
「
ケ
ア
ポ
ー
ト
庄
川
」
理
事
長
に
就
任

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
は
高
齢
者
福
祉
の
推
進
に
身
を
投
じ
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
交
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ご
あ

い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。�

庄
川
町
教
育
委
員
会
　
教
育
長
　
田
上
　
弘�

就
任
の
あ
い
さ
つ�　

こ
の
た
び
町
議
会
、
町
教
育
委
員
会
の
ご
推
挙
に
よ
り
教

育
長
を
拝
命
し
、
こ
の
ほ
ど
着
任
い
た
し
ま
し
た
。�

　
も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
各
位
の

ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
、
教
育
の
向
上
発
展
の
た
め
に
努
力

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。�

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
の
変
遷
に
と
も
な
い
、
教
育
面
で
も
多
く
の
課

題
・
問
題
点
を
か
か
え
て
お
り
、
敏
速
・
着
実
な
解
決
策
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。�

　
今
後
と
も
広
く
町
民
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
教
育
全
般
の
指
針
に
誤
り
の
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。�

庄
川
町
教
育
委
員
会
　
前
教
育
長
　
金
井
　
一
朗�

退
任
の
あ
い
さ
つ�　

こ
の
た
び
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
教
育
長
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。�

　
短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
無
事
に
務
め
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
方
に
心

か
ら
感
謝
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
私
に
と
っ
て
は
全
く
新
し
い
充
実
し
た
毎
日
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
皆
様
方
か

ら
賜
り
ま
し
た
教
訓
と
思
い
出
を
大
切
に
し
て
、
私
に
と
っ
て
の
第
三
の
人
生
を
心
豊
か
に

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
21
世
紀
を
目
指
し
て
庄
川
町
が
更
に
発
展
す
る
よ
う
お
祈
り
し
、

お
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。�

平成12年度　区長名簿�

○
は
、
各
地
区
の
支
部
長�



［ 姉妹都市締結５周年記念 ］�

　鵡川町視察�
ツアーに参加�
しませんか�

開催期日� 平成12年 ７月15日   　～17日　／２泊３日�

募集人数� 20名程度（町在住で20歳以上の方）�

土�

応募期限� 平成12年 ５月31日�水�

月�

【日　程】�

15日（土）　鵡川町内視察（競走馬の生産農家、多目的総合施設 四季の館）�

16日（日）　鵡川町内視察（たんぽぽ公園、花のハウス栽培農家、鵡川漁港等）�
富良野・美瑛（北の国からのロケ地麓郷の森・ラベンダー畑）�

17日（月）　北竜町・千歳（日本一のひまわりの里・ノーザンホースパーク）�

※都合によりコースを変更する場合があります。�

参加費用� 約８万円�

申込・問合先　　企画室　　82-1905

　チャイルドシートの着用

が義務づけられました。チ

ャイルドシートの着装は出

来ていますか？�

そ の 他 �国内交流事業奨励金として１人
１万円の助成が受けられます。�

5 H12年／5月号�

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
終
え
て�

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、�

「
安
全
は�

　
　
ゆ
ず
る
や
さ
し
さ�

　
　
　
　
　
　
ま
つ
ゆ
と
り
」�

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
４
月
６
日
か
ら

15
日
ま
で
の
10
日
間
に
わ
た
り
、

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
各
団
体
の
方
々
に

よ
る
朝
夕
の
街
頭
指
導
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組

み
で
交
通
安
全
運
動
が
盛
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。�

　
運
動
期
間
中
の
４
月
９
日

（
日
）に
は
、
第
23
回
庄
川
町
交

通
安
全
町
民
大
会
を
開
催
し
、
参

加
者
一
同
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

と
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
、

交
通
事
故
撲
滅
を
固
く
誓
い
合
い

ま
し
た
。�

　
ま
た
こ
の
大
会
に
お
い
て
、
小

学
校
５
・
６
年
生
か
ら
応
募
の
あ

っ
た
交
通
安
全
標
語
の
優
秀
作
品

の
表
彰
が
行
わ
れ
次
の
２
点
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。�

５
年
生
の
部
　
　
西
元
宏
樹
君�

「
交
通
ル
ー
ル�

　
　
　
ま
も
る
庄
川�

　
　
　
　
　
　
　
幸
せ
の
町
」�

６
年
生
の
部
　
　
中
島
　
薫
さ
ん�

「
手
を
あ
げ
て�

　
　
　
左
右
の
か
く
に
ん�

　
　
　
　
　
　
わ
す
れ
ず
に
」�

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
こ

の
運
動
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
今

後
と
も
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交

通
事
故
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。�

　町では、チャイルドシートの購入
に助成を行っています。また、不用
となったチャイルドシートの有効利
用のため、チャイルドシートの貸与
も行っています。提供者を募ってい
ますのでご協力ください。詳しいこ
とは、広報しょうがわ平成12年２月
号をご覧いただくか、役場総務課ま
でお問い合わせください。�
 子どもたちを交通事故の被害から守
るため、チャイルドシートの着用徹
底をお願いします。�

　平成７年７月の姉妹都市締結以来、約６４０名もの町民が両町を行き来し、互
いの町に対する理解を深めてきました。�
　今回、姉妹都市締結５周年を記念し、鵡川町との草の根交流をさらに深める
ことを目的として、一般町民を対象に鵡川町視察ツアーを実施します。�
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　北海道は３月31日に有珠山が噴火して１か月がた
とうとしていますが、鵡川町でも、ホウレンソウな
どの野菜輸送に影響が出始めているようです。また、
４月10日から11日にかけての暴風雨でハウス１４０棟
が被害を受け、農作業の遅れが心配されます。�
　さて、鵡川町ではケーキにかかせない「イチゴ栽
培」が行われています。�
　田中一吉（二宮・66歳）さんは20年前からイチゴ
栽培に取り組み、通年栽培にするため、ビニールハ
ウスを三重にして暖房も備えています。寒い冬は、
日中は気温が上がりますが夜間の冷え込みは厳しく、
暖房も入れて８度ぐらいに温度管理をします。�
　イチゴの品種は、トチオトメが多く８月に苗を定
植し、10月から７月まで収穫します。最盛期には一
日150ケース（４パック入り）を市場へ出荷します。�

　生産農家は３戸ですが、収穫期が長く計画的な生
産体制で収益も高く土地利用からも優れた作物とい
えます。�

竜巻について�
　さあ、春がやってきました。日本では桜でとて
も美しい季節でしたね。テキサスでは桜はありま
せんが、地上の景色は同様に美しく変わっていき
ます。しかしながら今年はどうやら竜巻シーズン
が早くもやってきたようです。４月初旬私の町フ
ォートワースの下町が竜巻に襲われました。不幸
にも下町は破壊され、数人が死にました。幸運に
も私の家族や友達は無事でした。�
　しかし、約５年前竜巻が私の近所を襲ったこと
があります。そのとき私は外でバスケットボール
をしていました。すると突然バケツをひっくり返
したような雨が降ってきました。友達は家の中に
駆け込みましたが、混乱していたので私を閉めだ
してしまいました。私はその光景に大変驚きまし
た。竜巻は５軒ほどの家を吹き飛ばし、目の前で
カーベットショップやレストランの一部を破壊し
ました。停電もしました。竜巻はその後近所の家
の屋根を飛ばし、破壊していきました。そして警

告なしにやってきたように、
去っていきました。しかし、
竜巻はテニスボールほどの雹
も降らせ、甚大な被害をもた
らしました。でもこれがテキ
サスでの生活の一部なのです。
竜巻と雹は、日本で地震が生
活の一部であるように、私た
ちの生活の一部なのです。�

町外国語指導助手�

TEXAS

竜巻発生場所�

Jaime Martinez
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第25回春季町民野球大会�

と　き　４月16日（日）・23日（日）�
ところ　弁財天野球場�
参加チーム　８チーム�
１位　中之島クアーズ�
２位　サンパチクラブ�
�
第４回北日本新聞社杯ペタンク大会�

と　き　４月16日（日）�
ところ　町民運動場�
参加チーム　26チーム�
１位　中之島21区Aチーム�

（斉藤昌夫・斉藤修一・但田一彦）�
２位　中屋敷�

（新屋榮太郎・新屋昌子・斉藤孝平・安達由夫）�
�

第２回富山県チャンピオンシップペタンク大会�

と　き　３月25日（土）�
ところ　富山県岩瀬スポーツ公園�
参加チーム　32チーム�
１位　庄川はつか会�

（川辺俊雄・斉藤　実・田辺一男）�
２位　マルセイユ庄川�

（上野　勉・大浦信雄・広谷和佳子）�
３位　庄川20区�

（島田外吉・新川ふじい・大浦文子）�

　全国から訪れる選手たちに「手作りで、温かく
迎える気持ちをこめたものを贈りたい」と、働く
婦人の家手編み教室の皆さんでアクリルタワシが
製作されています。�
　アクリルタワシは、食器洗いでは汚れがよく落
ちますが、色々な模様のものがあるので、コース
ターとしても利用できます。�
　教室の皆さんは、「これを機会に、また庄川町
に来ていただければうれし
い。」と、気持ちを込めて一
生懸命取り組んでいらっしゃ
います。�
　町民のこうした取り組みの
積み重ねが国体を盛り上げる
原動力になることでしょう。�

私たちも手作り記念品で応援します�私たちも手作り記念品で応援します�
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垂
　
猷
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冨
樫
ア
ヤ
子��

吉
田
百
合
子��

久
保
美
智
子�

　３月27日（月）東京において、砺波嵐
山桜保存会（会長　八田信孝さん　会
員28名）が、（財）日本さくらの会（会長  
伊藤宗一郎衆議院議長）より全国で18
団体の中の１団体として、功労賞を受
賞されました。�
　これは、長年の植樹、下草刈り、剪
定、施肥等、エドヒガン桜の保存活動
が高く評価されたものであり、今後、
益々のご活躍を期待しております。�

　４月13日（木）身体障害者や知的障害の子どもを持つ保護者らの
グループを対象に「夜なべ談義」（町長との懇談会）を、ふれあ
いセンターで開催しました。�
　出席者からは、「障害者同士が気軽に集まれる場所がほしい。」や、
庄川小学校から高岡のろう学校に転入した子どもの母親は、
「運動会など、庄川小学校の行事にも参加させてもらえる
よう案内状がほしい。」などといった要望が相次ぎました。
これに対して、町長からは「配慮と気配りの大切さを実感
した。できることから実施します。」と答えがありました。�

　３月21日（火）示野地内の国道156号線の歩道沿いの植
樹桝に、建設省代表と庄川町長による記念植樹が行われ
ました。�
　この場所は、平成10年より国道156号自歩道の整備が進
められていた場所であり、
ヤマボウシ、サマーアン
ドサマー、コグマ笹が植
栽され、６月には、綺麗
な花を咲かせます。�
　当地区の子どもたちは、
大きな幅の緑あふれる歩
道を利用し学校へ安全に
通っています。�

�

障害者団体を対象に「夜なべ談義」を開催�

日本桜の会  表彰受賞�

皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　役場企画室　82-1905

2000年ミレニアム記念植樹�
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　春の暖かな空気と花の彩りが町に溢れ始めた４月
９日（日）の早朝、消防団の訓練が実施されました。
訓練は青島地内で火災が発生し強風により延焼拡大
したとの想定により招集、警戒、消火の各訓練が実
施され消防技術の向上と住民の方々への火災予防の
PRを図りました。�
　春先は強風が吹く日が多く、火災が発生すると被
害が増大する恐れが多くなりますので、火の取り扱
いには十分気をつけましょう。�
　訓練終了後、平成11年度富山県消防定例表彰伝達
式が行われ、次の方々が受彰されました。�

○富山県知事表彰�

　功績章　分団長　紺田　勉�
　無火災表彰綬　第四分団（種田地区）�
○日本消防協会長表彰　功績章  分団長  松井　仁�
　　　　　　　　　　　精績章  分団長  山口一夫�
○富山県消防協会長表彰�

　功績青花章　分団長　　吉岡由一�
　功績黄花章　副分団長　原田　清�
　優良機関員章（青）　班長　南　佳作�
　勤続銀章　団員　大浦信雄�
　今後の更なるご活躍を期待します。�

○昇格　第二分団　班長　南　一夫�
○新任　第二分団　団員　藤森栄正�
　　　　　　　　　団員　南部順一�
○退団　第二分団　班長　佐藤　夫�
　　　　　　　　　団員　坂下幸正�

　永きにわたる御苦労に感謝し今後の活躍をご期
待します。�

　４月16日（日）午前11時より、若者の館で初めての結婚式が
行われました。挙式をあげられたのは梅崎真応さん（金屋）と
横江三枝子さん（井波）で、両名とも若者の館スタッフとして
活躍しておられ、その活動を通じて交際を深められたもので
す。そして、出会いの場で式をあげたいとの思いから、若者
の館スタッフと相談して準備を進めてこられました。�
　当日は、家族や友人など50人が見守る中、人前結婚式と披
露宴が盛大に開催されました。�
　現在は、主に各種会合や懇親会などに利用されている若者
の館ですが、今回のように結婚式や披露宴もできますので、
みなさんお気軽にご活用ください。�

強風時の火災に備えて 消防団春季訓練�

消防団　人事異動のお知らせ�

若者の館で初の結婚式�
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　「こんなに大きくなったよ！！」と
嬉しい笑顔で毎月迎えるお誕生会。�
　沢山のお友達や先生にお祝いして
もらって、この日ばかりは、舞台の
上の主役です。�
　冠をかぶり、写真入りのペンダントを首から下げて
皆の前で、自分の名前や生まれた日を大きな声で発表
します。朝から張り切っている子どもや、チョッピリ
恥ずかしそうな子どもなど、様々ですが、嬉しい気持
ちでいっぱいの様子がうかがえます。�
　お誕生会では、年中組誕生者の保護者の方も招待し、
ゲームや歌、会食等をして、皆で楽しいひとときを過
ごします。�

中 学 校 �

　毎朝、８時頃から校内には「お
はようございます」という元気

な声が響きわたります。１日の始まりにふさわ
しい光景です。�
　本校は、今年の生徒指導の目標を「ワクワク、
ドキドキ」といたしました。生徒と教職員、そ
して保護者や校区の方々みんなで楽しい学校を
作り上げるべく、さまざまな計画を練っており
ます。�
　また、学校生活をリードするのは３年生です。
今回は、３年生の学習の様子をご覧ください。

この真剣な表情から、無限に広がる可能性を期
待しています。�

東山見保育所�

　４月12日（水）、13日（木）の２日間
にわたり交通安全指導を行いました。�
　新入生は、井波警察署の女性警察官から腹話術を使
った交通安全のお話を聞いたり、実際に学校周辺の道
路で横断歩道の渡り方などを教えてもらったりしました。�
　また、２年生は今年度初めて、役場から学校までグ
ループで横断歩道や信号のある交差点を歩いてみました。�
　左右の安全をしっかり確認しないで渡ろうとするリ
ーダーを、他の児童が思わず止める姿や、しっかり手
を挙げてきちんと横断歩道を渡る姿などが見られ、こ
れまでと違った生きた指導ができました。�
　本年度からは、地域に出て学ぶ学習が多くなります。
より一層安全指導を図っていきたいと考えています。�

小 学 校 �

�

しっかり手を挙げて渡ります。�

「楽しいお誕生会」�

右左の安全を確かめて�

横断歩道を渡りましょう�

あいさつは今日の始まり�

あすへのエール�



�

　昭和43年秋に、先輩の梅本治朗
氏が発起人となり、現在11名の会
員が活動しています。富山県太鼓
連盟や、（財）日本太鼓連盟にも
加盟しており、最近では「とやま
国体冬季大会の開会式」でも太鼓
を打ちならすなど、積極的に活動
しています。�
　農家の稲作にとって、天候異変
はいかんとも手のほどこしようが
なく、長雨による稲熱病・ウンカの異常発生な
どに悩まされてきました。元禄元年から、虫送
りの太鼓が鳴らされ、毎年夏の土用中に村方一
同が豊作を祈願して、虫送りの太鼓を打ち鳴ら
したのが由来とされ、「天正いなほ太鼓」とし
て継承されているものです。�
　太鼓を打ってみたい方、興味のある方、参加
してみませんか。�
天正いなほ太鼓　会長　紺田　勉　　82－3110�

太鼓　それは�
ふるさとの響き�
そしてふるさとのリズム�
素朴にして豪快に�

そしてもの悲しく�
ふるさとの歴史を刻み�
人々の心に�
語りかける�
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天正いなほ太鼓�天正いなほ太鼓�
虫送りの�
　太鼓打ち鳴らしが由来�

　今年度、生涯学習課では「子ども科学教室」と題して、小・中学生を
対象に、科学に関する各種教室を10回程度予定しております。�
　その第１回目として、パイロットやスチュワーデスなど「空」に憧れ
る子どもに夢と感動を与えることを目的に、日本エアシステムのご協力
による「出張航空教室」を開催いたします。�
　当日は、日本エアシステムの整備士が、ビデオや実物の部品などを活
用して、子どもにもわかりやすく説明してくださいます。�

17

出張航空教室を開催します�

日　時�５月27日（土）　午前９時30分～午前11時30分�

場　所�庄川ふれあいセンターホール�

内　容�・航空機の製造、整備についてのビデオ上映�
・ブラックボックス、エンジンブレード、タイヤなどの航空機部品の説明�
・救命胴衣のデモンストレーション�
・景品付きJASレインボーウルトラクイズ�

親子で参加しましょう�
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牛岳山開き　8：30～　役場前集合�
庄川小学校運動会　9：00～15：00　小学校グランド�

振替休日（小学校）�

結婚相談　13：30～16：00　農村環境改善センター�

中国語講座　19：00～22：00　福祉センター�

法律相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

おはなしのへや　10：00～10：30　図書館�

町社会福祉大会　13：30～　ふれあいセンター�

町議会議員選挙立候補予定者事務説明会�
　　　　　　　　　　　　　　　　　15：00～　福祉センター�

郡連合運動会（小学校）　9：30～　小矢部市陸上競技場�
高砂大学　13：30～15：30　ふれあいセンター�

健康相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

幼年・少年消防クラブ入隊式　13：00～　庄川町役場前�
庄川町観光祭（～４日）　町内一円�

中国語講座　19：00～22：00　福祉センター�

小 説 �

�

�

�

�

�

�

�

エッセイ�

�

一 般 書 �

�

児 童 書 �

■新着図書�

中卒、割腹自殺未遂、「極道の妻」、そ
して司法試験に一発合格…。現在の
養父と出会い、猛勉強の末に司法試験
に合格し、非行少年の更生に努める弁
護士の人生を辿る。�

「だから、あなたも生きぬいて」�
　　　　　　大平　光代　著�
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5/5～6/5

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

２９�

３０�

３１�

6/1�

2�

3�

4�

5
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月
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�
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７
時
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分
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ろ
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�

神の子どもたちはみな踊る　　
京都駅殺人事件　　　　　 
男�
モナリザの微笑�
明日なき十代�
エンガッツィオ司令塔�
青の殺人�
コールドマウンテン�
驚典�
老残のたしなみ�
昇る国　沈む国�
「超」発想法�
たからものをとりかえせ！�
　にんタマ、子てんぐ、大てんぐ�
青空晴之助　千匹狼の巻�
NHKひとりでできるもん！（全5巻）�

村上　春樹�
西村京太郎�
柳　　美里�
斎藤　　純�
赤川　次郎�
筒井　康隆�

エラリー・クイーン�
チャールズ・フレイジャー�

群　ようこ�
佐藤　愛子�
渡部　昇一�
野口悠紀雄�

�
尼子騒兵衛�
杉山　　亮�
大森いく子�
ほか多数�

◆開館時間◆�

　火～木曜日　　9:30～18:00�

　金　曜　日　　9:30～20:00　�

　土・日曜日　　9:30～16:00�

◆休 館 日◆�

　月 曜 日　　  １日、８日、15日、22日、29日�

　振　　替　　  ４日、５日、６日�

◆こどものつどい◆�

　13日（土） 14:00～　母の日のプレゼント作り�

◆おはなしのへや◆�

　27日（土） 10:00～　紙芝居など�

公
民
館
掲
示
板�
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 5 月30日�

 5 月12日�

 6 月  2日�

 5 月12日�

 6 月  8日�

毎週金曜日�

 5 月22日�

 5 月24日�

 5 月26日�

 6 月  6日�

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

砺波保健所�

�

�

�

�

保健センター�

H12.2月生�

�

希 望 者 �

�

H11.7～10月生�

希 望 者 �

H11.1～5月生�

H11.6～12月生�

H10.1～12月生�

H11.2～5月生�

■健診・相談・予防接種のお知らせ■�

5/5�

6�

7�

8�

9�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

２０�

健康相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

子育て相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
結婚相談　13：30～16：00　農村環境改善センター�

年金相談　10：00～15：00　福祉センター�
介護相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
中学２年生宿泊学習（～12日）　五箇山青少年・旅行村合掌の里�

庄川木工まつり（３日～７日）　水記念公園�
中国語講座　19：00～22：00　福祉センター

第12回富山県ペタンク交流大会　9：15～　町民運動場�

小学校遠足　8：30～15：40　閑乗寺公園など�

第15回春季町民ゴルフ大会　11：15～　千羽平ゴルフクラブ�

第５回若鮎柔道大会　中学校武道館�
第33回町民ソフトボール大会　9：00～　町民運動場�

住宅改造相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

人権相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
中国語講座　19：00～22：00　福祉センター�

結婚相談　13：30～16：00　農村環境改善センター�

女性問題相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

（火）�

（金）�

（金）�

（金）�

（木）�

�

（月）�

（水）�

（金）�

（火）�

午後1：00～1：30�

午後1：30～2：30�
�

午前9：00～12：00�

午後1：00～1：30�

午前9：30～12：00�

�

午後1：00～2：00
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くらしのカレンダー�
（診療時間　午前9時～午後5時）�

■日曜・祭日連絡医院■�

◆
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民
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◎
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民
講
座
開
講
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立
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学
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員
　
冨
樫
優
子�
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月
７
日（
水
）�

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時�

と
こ
ろ
　
町
立
庄
川
美
術
館�

３か月児健診�

育 児 相 談 �
�

食生活相談�

離乳食相談会�

健 康 相 談 �

三種混合�

予防接種�
�

ポリオ予防接種�

Ⅰ期�
（初回）�

Ⅰ期�
上半期�

　ただいま、示野団地において若干の空き
部屋があります。入居を希望される方は、
下記までお問い合わせください。�
申込・問合先　都市開発課　　82－1903

〈一般診療〉�
 5 月  5日（金）  鷹 西 医 院（井波）  　82－3231�

 5 月  7日（日）  南 部 医 院（庄川）  　82－0063�

 5 月14日（日）  正 木 医 院（福光）  　52－0876�

 5 月21日（日）  中 田 医 院（福光）  　52－3200�

 5 月28日（日）  金 子 医 院（福光）  　52－0800�

 6 月  4日（日）  富 田 病 院（福光）  　52－0392�

�
〈歯科診療〉�

 5 月  5日（金）  神田歯科医院（砺波）  　33－3223�

 5 月  7日（日）  安念歯科医院（砺波）  　33－2445�

 5 月14日（日）  根尾歯科医院（砺波）  　33－2588�

 5 月21日（日）  鈴木歯科クリニック（砺波）  　33－1663�

 5 月28日（日）  チューリップ歯科医院（砺波）  　32－3904�

 6 月  4日（日）  さとう歯科クリニック（砺波）  　32－9995

町営住宅 入居者募集�町営住宅 入居者募集�町営住宅 入居者募集�町営住宅 入居者募集�町営住宅 入居者募集�町営住宅 入居者募集�

�



呼吸器教室のご案内�

対 象 者　低肺機能者及びその家族�
日　　時　平成12年５月30日（火）�
　　　　　午後１時30分～３時30分�
場　　所　砺波市福祉センター苗加苑�
内　　容　講義・実技�
　　　　　「効果的な呼吸方法と痰の出し方」�
申込期限　５月26日（金）�
申込・問合先　砺波保健所地域保健班�
　　　　　　　　22－3511

心の健康ボランティア講座　受講生の募集�

対 象 者　精神保健福祉に関心のある方�
募集人員　25名�
講座内容　講義・施設見学・交流会等�
受講回数　７回（６月～７月）�
受 講 料　無料�
申込期限　５月末日�
問 合 先　砺波保健所地域保健班�
　　　　　　22－3511

14H12年／5月号�

河川愛護モニター募集�

警察官A・女性警察官A�
上級警察事務職員　募集�

活動内容�

・河川に対する意見、モニター自身の河川愛護
に関する活動の報告�
・河川事業やイベントなどの感想、意見�
・河川愛護モニター会議への出席（年１回程度）�

募集人数　庄川町から１名�
応募締切　平成12年５月26日（金）必着�
応 募 先　〒930－0966　富山市石金３－２－37�

富山工事事務所内河川管理課�
　　「河川愛護モニター募集」係�

募集内容の詳細についてのお問い合わせは、�
建設省富山工事事務所河川管理課�
　076－424－1701　外山・中尾（内線342・343）�

警察官Ａ・女性警察官Ａ�

受 験 資 格　昭和45年４月２日から昭和54年４月
１日までに生まれた方で、大学（同
等と認めるものを含む。）を卒業し
た方又は平成13年３月までに卒業見
込みの方�

受 付 期 間　５月15日（月）から６月７日（水）まで�
第１次試験日　７月９日（日）�
�
上級警察事務（大学卒程度）�

受 験 資 格　昭和45年４月２日から昭和54年４月
１日までに生まれた方�

受 付 期 間　５月15日（月）から６月２日（金）まで�
第１次試験日　６月25日（日）�
�
※詳しくは、各試験の「受験案内」〔５月中旬配布
予定〕をご覧ください。�
問合先　井波警察署警務課　　82－0110

防火管理者（甲種）資格取得講習会�
及び危険物取扱者試験の案内�

◎防火管理者（甲種）資格取得講習会�

講 習 日　６月14日（水）・６月15日（木）の２日間�
受付期間　５月８日（月）～６月５日（月）まで�
講習会場　砺波広域圏福光消防署�
�

◎危険物取扱者試験�

試験日及び試験会場　６月18日（日）魚津工業高校�
６月18日（日）高岡工芸高校�
６月25日（日）富山工業高校�

受付期間　５月１日（月）～５月11日（木）まで�
�
※受講申請書、試験願書は井波庄川消防署�
　（　82－0119）にあります。�
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善意の窓�
■福祉資金として�

▽となみ野農業協同組合 レインボー学級（3,000円）�
▽庄川町金屋  大谷貞夫さん（亡弟の供養に10万円）�
▽庄川町三谷  松本健一さん（亡父の供養に10万円）�
▽立正校成会　（6,800円）�
▽匿名　（6,308円）�
▽匿名　（マッサージチェア等30万円相当）�
■砺波嵐山桜保存会へ�

▽花咲爺　（活動資金に10万円）�
�
　これらのご厚志に対し、深く感謝申し上げ、有効
に活用させていただきます。�

富山地方法務局砺波支局からのお知らせ�

（カード式印鑑間接証明方式の導入）�

　本年５月16日（火）から庄川町に所在する会社や法
人の代表者の印鑑証明書が印鑑カードで、より安全
で簡単な方法でとれるようになります。�
　印鑑カードは、法務局から会社及び法人に印鑑カ
ード交付申請書が送付されますから、その申請書に
必要事項を記入し、法務局に提出して交付を受けて
ください。�
　なお、カード式印鑑間接証明方式に関するご質問
は、下記にお問い合わせください。�
問合先　〒939－1333　砺波市苗加353番地2�
　　　　富山地方法務局砺波支局�
　　　　　32－2361（代表）　内線14又は10

石 像 彫 刻 展 �

ま
ち

か
どギャラリ
ー

牛岳山開き　5月21日（日）�

牛岳山頂（標高987ｍ）を中心に広がる森林浴の森
“グリーンシャワーのふる森”の中を記念登山しよう！�
参加者募集�

日　時　8：30～9：30　受付　庄川町役場前�
　　　　9：00～9：30　役場前出発（無料バス）�
問合先　都市開発課�
　　　　　82－1903�
　　　　http://www1.tst.ne.jp/shogawa/

「日展団体鑑賞会」参加者募集！！�

　庄川町美術協会では、町民の方々に素晴らしい芸
術作品を鑑賞して頂くことを目的に、金沢市で開催
されている日展団体鑑賞会を開催します。�
�
日　　時　６月11日（日）�
　　　　　　出発　  9：00ふれあいセンター前�
　　　　　　帰町　16：00予定�
行 き 先　石川県立美術館�
参 加 費　1,000円�
　　　　　（日展入場料、ほか）※昼食は各自で�
募集人数　50人�
申 込 先　美術協会　榎木まで　　82－0488

　水本一太郎さん（高儀新）が永年地道に製
作してこられた、表情豊かな石像30体を、ま
ちかどギャラリー「蔵」に展示します。�
会　期　５月１日（月）～26日（金）�
主な展示石像�

　仏像、天神様、地蔵様、観音様、仁王像、
　布袋様、大黒様�
※期間中、日本石仏学会の方による展示石像
　解説会を開催する予定です。�

　木のかたまりに木の精を
見いだし、のみをふるって
彫りだす齋藤尤鶴先生は日
展会員として活躍されてい
ます。�
　今回、先生が還暦を迎え
られたのを記念し、日展・
日彫展の大作、井波彫刻等
を展示し、これまでの歩み
を紹介します。�
　皆様のお越しをお待ちし
ています。�

木の精を見つめて�
齋藤尤鶴展�
４/２９（土）～５/２８（日）　　　  　 庄川美術館�

ゆう  かく�

い
に
し
え
に
舞
う（
１
９
９
８
）�

蔵�



介護保険と国保の保険税について�医療制度の�

計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
！�

計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
！�

16H12年／5月号�

あんない�
　平成12年４月からの介護保険のスタートに伴い、40歳以上の方

には介護保険料を納めていただくことになりました。40歳から64

歳までの国保加入者の保険料は、従来の国保の医療分に介護分を合

わせた形で国保税として納めていただくことになります。�

40歳未満の方�

医療分として国保税を納付していただきます。介護分の負担はありません。�

40歳から64歳までの方（第２号被保険者）�

医療分と介護分の合計額を国保税として納付していただきます。�

◆介護分の国保税の決め方�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 庄川町の税率�
所得割額：所得に応じて計算‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.76％�
資産割額：資産に応じて計算‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.00％�
均等割額：各世帯の被保険者数に応じて計算‥‥‥‥4,500円（１人分）�
平等割額：被保険者のいる世帯で１世帯につき計算‥2,700円（１世帯）�
�
年度途中で40歳になる方の国保税は、�

　平成12年４月以降に40歳になる方は、40歳になる月（１日生まれの方はその前月）分から介護分を
あわせた国保税を納めていただきます。何ら手続きをしなくても、自動的に介護分をあわせた国保税
を納めていただくことになります。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
賦課限度額は、医療分53万円、介護分７万円です。所得に応じて軽減措置があります。�

65歳以上の方（第１号被保険者）�

　老齢（退職）年金が年額18万円以上の方は、年金から天引きされ、それ以外の方は介護保険組合よ
り個別に納付していただきます。�
　65歳以上の方の介護保険料は、平成12年９月までの半年間は徴収されません。�
�
年度途中で65歳になる方の国保税は、�

　年度当初に、65歳になる月の前月（１日生まれの方はその前々月）までの介護分の額を計算し、医
療分とあわせた額を年度内に納めていただきます。�

医療分（国保に加入している方全員）�
①所得割額　課税対象所得（　　円）×税率7.0％＝（　　円）�
②資産割額　固定資産税額（　　円）×税率20.0％＝（　　円）�
①均等割額　１人当たり25,000円×加入者数（　　人）＝（　　円）�
①平等割額　１世帯当たり21,000円�

６月中旬に平成12年度集合税納付通知書を発送します。集合税として納めていただきますので、

内訳を確認し、期限内に納付しましょう。�

Ａ�年間医療分�

①＋②＋③＋④�
　　　　　　＝（　　円）�

介護分（40歳から64歳までの国保加入者）�
①所得割額　課税対象所得（　　円）×税率0.76％＝（　　円）�
②資産割額　固定資産税額（　　円）×税率3.0％＝（　　円）�
①均等割額　１人当たり4,500円×該当者数（　　人）＝（　　円）�
①平等割額　１世帯当たり2,700円�

Ｂ�年間介護分�

①＋②＋③＋④�
　　　　　　＝（　　円）�

あなたの家の年間国保税額はＡ＋Ｂ＝（　　　円）です。�
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内

無料に�
なりました！�

パットゴルフ場�
営業開始�

共に生きる�

地域社会を�

めざして�

庄川美術館�

アクアなないろ館�

庄川美術館� 清流の里公園�清流の里公園�

アクアなないろ館�

と　き　５月28日（日）　午後１時30分～�

ところ　庄川ふれあいセンター�

内　容　・式典（社会福祉功労者等表彰）�

　　　　・映画「ちぎれ雲」上映�
　この映画は「高齢社会」という状況の
中で充実した質の高い生活を構築してい
くためには何が必要なのか、爽やかなタ
ッチで問題提起をしています。�
（出演：細川直美・田中　実　他）�

主　催　庄川町社会福祉協議会�

共　催　庄川町教育委員会�

平成12年�

17 H12年／5月号�

一人でも多くの方に気軽に入館していた
だけるよう４月１日から、�

アクアなないろ館�

庄 川 美 術 館�

の入館料が町民の方は無料になりました。�
皆様のご来館を心よりお待ちしています。�

　4月23日より、みどりの広場パットゴルフ場の
営業が再開されています。低料金で利用できます
ので、家族、町内会など楽しい一時を緑あふれる
コースでお過ごしください。�
　なお、ナイター照明も完備していますので、仕
事が終わってからでもご利用いただけます。�
　料金は大人500円（ナイター700円）、子供
300円。また、隣接の芝生広場やラジコンカー
広場の利用は無料です。�
　なお、パットゴルフ場を利用した中学生以下の
子どもたちには、抽選で景品を贈呈しています。�
　申込みは、庄川みどりの広場パットゴルフ場　
　82－5353まで�

深沢哲也（30歳）�
「今のホームって、高齢者を
施設に閉じこめて、特殊な
社会を作ってるんだよ…」�

田上百合子（23歳）�
「どう生きればいいのか解
ってくるんじゃないでしょ
うか…」�

細川直美�
（主演）�

田中　実�



介　護　保　険　制　度�

‥庄
川町の人権擁護委員‥

　　　“つわぶき”という言葉、知っとる？�
�
　　　“やまぶき”なら知っとるけど、それっ
　　　ちゃなんけ。�
　　　わ～ぁ、いい線きとるけどおしい。それ
　　　では、お教えいたしましょう。“つわぶ
き”とは、生命力のある花で、「相手のことを
おもいやる」という花言葉があるのよ。�
　　　この言葉と介護保険とは、何か関係があ
　　　るのかな～ぁ。なにかしら、元気がでて
きそうな感じがするな。�
　　　そのとおり。役場の近くには、高齢者の
　　　ふれあいの場として利用できるたまり場
があって、その家の名前なのよ。ゆず太くんの
おばあちゃんは、ケアポートへ行くのが楽しみ
だって事だけど、この家もなかなか、にぎやか
らしいよ。�
　　　ふう～ん。お年寄りの人も、学校みたい
　　　に皆で集まれば、いろんな話ができてお
もしろいだろうな。そんな、ふれあいの場が近
くにもあれば、いいよね。�
　　　そう。ボランティア委員会の一人として
　　　言わせていただきますと、その人のこと
をおもいやる気持ちが、ふれあいとなり、自分

の心にあらわれてくるのよ。お年寄りの人って、
とっても物知りやね。�
　　　いいこと言うね。僕も、いろんな人とふ
　　　れあえるよう、まずは、大きな声で心か
らあいさつしてみよう。でも、“つわぶき”と
いう言葉、どうして知っているの。�
�
　　　３月号の広報にでとったよ。�
�
　　　納得･･･。�
�
�
（住民課住民福祉係）　高齢者の福祉サービス
では、介護や痴呆予防として、生きがい活動に
も取組んでいます。�
　かいご問答でのデイホームやケアポートの老
人福祉センター、高砂会館や老人クラブなどの
社会活動もあります。「相手のことをおもいや
る」という言葉の第一歩は、人とふれあうこと
かもしれません。元気な方、介護が要る方、ふ
れあいのサービスをおおいに利用してください。�
介護の保険証について�
・65歳以上の方には、砺波地方介護保険組合よ
り被保険者証が送付されていますが、この保険
証は、介護が必要になった時に使用しますので、
健康手帳等と一緒に保管してください。�
詳しくは、住民課住民福祉係までお願いします。
　82－1902

18H12年／5月号�

６
月
１
日
は�

  
「
人
権
擁
護
の
日
」�

ゆず太くん� ゆず香ちゃん�

の�
「かいご問答」�
の�
「かいご問答」�
の�
「かいご問答」�

「
考
え
よ
う
　
あ
な
た
の
人
権
　
わ
た
し
の
人
権
―

21
世
紀
へ
つ
な
げ
よ
う
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

―
」�

　
人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送
る
上
で
、
最

も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て

の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
私
た
ち
の
願
い

で
す
。�

　
町
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
次
の
方�

々
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
無
料
で
毎
月
ご
相
談

で
き
る
日
を
設
け
て
い
ま
す
。今
月
は
、15 
日（
月
）に

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。�

新 屋 榮 太 郎 �
庄川町金屋1282�
　82－6206�

�

齋 藤  紀 子 �
庄川町青島100�
　82－0435�

�

田　上　　弘�
庄川町金屋1161�
　82－2231�

�



梅本  大夢くん�
（五ケ）�

泉野  有沙ちゃん�
（ 庄 ）�

泉野  優衣ちゃん�
（ 庄 ）�

坂下  彩華ちゃん�
（青島）�

大谷  唐政くん�
（青島）�

◇ 

今
年
の
健
診
予
定
は�

　
　
　
決
ま
り
ま
し
た
？ 

◇�

音楽を聞くとおどっちゃう私。�
かわいいでしょう。�

19 H12年／5月号�

車が大好き！おもちゃの車で安
全運転、上手にできるかな？�

外で遊ぶの大好き。早く暖かく
なぁ～れ！�

泣かずにシャワーで、頭を洗
えるようになろうね。�

たくさん遊べるようになったら
楽しいね。�

ひろまさ�

あやか�ありさ� ゆ　い�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、役場企画室へ提出し
てください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却いたします。�

ひろむ�

保

健婦
さんの

決
ま
っ
て
い
な
い
人
の
お
宅

へ
地
区
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
お
尋
ね
に
伺
い
ま
す�

�

　
今
年
も
町
で
は
６
月
よ
り

健
診
を
開
始
し
ま
す
。�

　
４
月
に
地
区
の
健
康
づ
く

り
推
進
員
の
方
々
に
お
願
い

し
、
健
康
診
査
の
受
診
予
定

調
査
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
健
康
診
査
で
す
。

今
年
の
予
定
は
計
画
的
に
た

て
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
？�

　
健
康
診
査
は
、
は
っ
き
り

と
し
た
自
覚
症
状
が

な
く
、
静
か
に
忍
び

寄
っ
て
く
る「
が
ん
」

「
脳
卒
中
」
「
糖
尿

病
」
な
ど
の
生
活
習

慣
病
を
早
期
に
発
見

し
、
「
改
善
す
べ
き
生
活
習

慣
」
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。�

　
私
た
ち
保
健
婦
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
『
年
を
と
っ
て

も
健
康
で
い
き
い
き
と
自
立

し
た
生
活
』
を
送
る
た
め
の

「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
と
し
て
、

年
に
一
度
の
健
康
診
査
は
必

ず
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
受
診
予
定
調
査

票
に
「
記
入
漏
れ
や
受
診
予

定
を
ま
だ
決
め
て
い
な
か
っ

た
方
」
に
対
し
て
、
受
診
予

定
の
再
確
認
を
、
地
区
の
ヘ

ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご

近
所
の
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
声
を
か
け
ら
れ
た

時
に
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

・
・
・
・
・
・�



住
　
所
　  

故
　
人
　
名
　
年
齢�

三
　
谷
　  

松
本
　
哮
平
　
81�

青
　
島
　  

松
井
　
ヲ
ト
　
100
�

4／6
4／14

死
亡�

月
日�

住
所
　
出
生
児
氏
名
　性
別
　保
護
者
名�

青
島
　
山
岸
　
愛
実
　
女
　
弘
幸�

青
島
　
柴
田
　
直
樹
　
男
　
孝
博�

青
島
　
小
西
　
健
斗
　
男
　
弘
一�

三
谷
　
辻
本
　
吏
玖
　
男
　
哲
男�

湯
谷
　
柄
崎
　
百
架
　
女
　
栄�

3／9
3／12

3／17
3／27

4／9
出
生�

月
日�

あ   

み�

な
お
き�

け
ん
と�

も
も
か�

り  

く�

　
（
３
月
21
日
〜
４
月
20
日
申
出
の
も
の
の
み
掲
載
）�

20

発
行
日
／
平
成
十
二
年
五
月
五
日
　
発
行
所
／
庄
川
町
（
郵
便
番
号
九
三
二
ー
〇
三
九
三
）�

印
刷
／
㈱
ア
ヤ
ト
　
第
五
五
三
号�

●町の人口（ 4 月20日現在）●�

人　口　7,323　　転入　12　  46�

　男　　3,536　　転出　14　  45�

　女　　3,787　　出生　  2　  10�

世帯数　2,025　　死亡　  2　  15

累計�
（H12.1.1～）�編

集
後
記�

H12年／5月号�

　
カ
ン
バ
ラ
坂
か
ら
向
い
山
に
登

る
と
、
木
々
の
枝
か
ら
柔
ら
か
い

葉
っ
ぱ
が
芽
吹
き
、
新
緑
が
美
し

い
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。�

　
そ
れ
と
相
ま
っ
て
、
町
花
で
あ

る
ヤ
マ
ブ
キ
が
花
を
咲
か
せ
、
緑

と
黄
色
が
織
り
な
す
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
楽
し
め
る
の
も
、
こ
こ
庄
川

右
岸
の
特
色
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

　
こ
の
自
然
を
味
わ
い
な
が
ら
、

上
へ
上
へ
と
足
を
運
び
、
散
居
の

砺
波
平
野
に
目
を
向
け
る
と
、
大

き
な
太
陽
が
山
の
む
こ
う
に
沈
ん

で
い
く
。
田
植
え
前
の
水
田
に
夕

日
が
映
え
、
あ
た
り
一
面
が
真
っ

赤
に
染
ま
り
、
点
在
す
る
家
々
が

浮
か
ん
で
見
え
る
。
一
年
の
中
で
、

こ
の
時
期
だ
け
に
し
か
見
ら
れ
な

い
幻
想
的
な
光
景
が
広
が
り
ま
す
。�

　
「
ふ
る
さ
と
庄
川
百
景
」
景
観

指
定
席
に
も
選
ば
れ
た
こ
の
風
景

を
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
も
守
り
伝
え
て
い
け
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。�

（�（�

　
小
牧
ダ
ム
右
岸
の
俗
称
利
賀
道
を
少
し
行
く
と
、
山
あ
い
へ
入
る
牛
岳
基
幹
林
道

の
登
り
口
が
あ
る
。�

　
ほ
ん
の
り
と
汗
ば
み
な
が
ら
登
る
ほ
ど
に
、
右
手
の
小
さ
な
く
ぼ
み
の
奥
か
ら
落

水
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。�

　
足
元
の
小
岩
を
踏
ん
で
背
伸
び
し
て
見
れ
ば
、
音
の
正
体
、
三
段
の
滝
が
岩
か
ら

岩
へ
と
白
布
を
掛
け
た
よ
う
に
落
ち
て
い
る
。�

　
す
で
に
相
当
の
高
所
へ
き
て
、
浸
み
水
を
滝
に
す
る
山
の
神
秘
に
い
い
し
れ
ぬ
感

慨
に
ひ
た
る
ひ
と
と
き
で
あ
る
。�

　
住
　
所
　
　
　
夫
婦
氏
名�

　
金
　
屋
　
　
梅
　
崎
　
真
　
応�

　
井
波
町
　
　
（
横
江
）
三
枝
子�

　
金
　
屋
　
　
高
　
田
　
尚
　
哉�

　
　
庄
　
　
　
（
小
谷
）
彩
　
子�

写
真
解
説
　
杉
森
富
美
吉 

氏�

写
真
撮
影
　
山
田
　
辰
夫 

氏�

戸
籍
の
窓�

牛岳の浸み水あつめて滝三段　三段の滝付近�
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